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･図3:図2の固有関数の重ね合わせ｡
が局在している様子がわかる｡ これは以下のような解釈で説明できる｡弱カオス系において､
トー ラスがまだ十分に大きい構造を残している場合には､位相空間において擬セパラトリクス
の厚い部分と薄い部分ができる｡古典軌道は､この擬セパラトリクス内を自由に動きまわるこ
とができ､その密度は擬セパラトリクス領域にほほ一様に分布する｡ しかし､セパラトリクス
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｢ハミルトン力学系とカオス｣
波動関数は､その狭い位相空間を通りにくくなるので､速い拡散が量子力学的に抑制され擬セ
パラトリクス領域のある部分に局在するようになる｡最終的には､これらの局在した状態はダ
イナミカルトンネルによって結び付き､それに対応した2つの固有関数が見られる｡ ここで注
意すべきことは､このダイナミカルトンネルは通常のトンネルの概念 【6]とは異なることであ
る｡つまり､通常トンネルとは､古典力学的に禁制な遷移が量子力学的に可能になることであ
るが､我々のトンネル現象は古典的にも許容されているものである｡
4 まとめ
我々は､弱カオス系を量子論的に取り扱い､量子局在したセパラトリクス固有関数を兄い出
した｡また､この局在のメカニズムは新しいタイプのダイナミカルトンネルに基づくものであ
ることを示した｡なお､本稿の文責は橋本にある｡
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